
マ
ル
ケ
イ
融
資
を
ご
利
用
下
さ
い
﹇
年
利
1.60
％
で
１
千
万
ま
で
（
12
月
６
日
現
在
）。
無
担
保
・
無
保
証
人
﹈

「
商
工
習
志
野
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
報
は
、
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
…http://w

w
w
.narashino-cci.or.jp

Ｅ
メ
ー
ル
…key21@

narashino-cci.or.jp

時代の風を切れ、習志野商工会議所！！ 明るく元気な商工会議所を目指します。

12-10 １面　産学官プラットホーム事業、
　　　新年号広告募集、会員増強キャンペーン、
　　　ボートピア習志野
２面　誌上セミナー、各種表彰
３面　役員議員交流会、市内事業所従業員表彰式、
　　　グルメサイト開設、マイカー点検
４面　支援室コーナー
５面　会議事業予定、時代の風を読む、イン
　　　フォメーション、DM発送代行サービス
６面　あの店この工場、女性会チャリティダ
　　　 ンスパーティー参加者募集

発行所　習志野商工会議所
発行人　鈴　木　喜代秋
　〒275-0016　習志野市津田沼４-11-14

TEL 047（452）6700
 FAX  047（452）6744

   ＵＲＬ…http://www.narashino-cci.or.jp
　Ｅメール…key21 ＠ narashino-cci.or.jp
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当
日
は
大
学
関
係
者
を
含
め
た

44
名
の
参
加
者
の
も
と
に
開
催
さ

れ
、
理
学
部
物
理
学
科
教
授 

小

野
嘉
之
氏
に
よ
る
「
東
邦
大
学
理

学
部
ハ
イ
テ
ク
リ
サ
ー
チ
セ
ン

タ
ー
の
め
ざ
す
も
の
」
薬
学
部
薬

物
学
教
室
教
授 

重
信
弘
毅
氏
に

よ
る
「
研
究
進
歩
と
医
薬
品
の
開

発
」-

ど
ち
ら
が
卵
か
鶏
か
の

歴
史-

 

に
つ
い
て
両
教
授
に
よ

り
ご
講
演
を
い
た
だ
き
、
そ
の
後

事
業
者
に
と
っ
て
興
味
深
い
、
大

学
内
に
あ
る
施
設
等
の
見
学
を
行

い
、
懇
談
会
に
て
交
流
を
深
め
ま

　

産
学
官
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
事
業

　

東
邦
大
学
と
の
交
流
会
を
実
施

 
 
 

 

産
学
官
技
術
交
流
会 

12
月
は
千
葉
工
業
大
学

　

習
志
野
市
の
大
学
（
潜
在
的
な
資
源
）
の
持
つ
研
究
・
技
術
を

最
大
限
に
活
用
で
き
る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
、
産
学
官
の
人
的

連
携
を
図
る
情
報
拠
点
「
産
学
官
連
携
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
」
を
、

今
年
４
月
当
所
に
創
設
し
ま
し
た
。
こ
の
主
事
業
の
一
つ
で
あ
る

産
学
官
技
術
交
流
会
を
11
月
18
日
に
東
邦
大
学
理
学
部
・
薬
学
部

に
て
実
施
し
、
会
員
企
業
と
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
行
い

ま
し
た
。
次
回
は
12
月
16
日
に
千
葉
工
業
大
学
で
実
施
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
12
月
16
日
㈮
午
後
１
時
〜

（
受
付
開
始
午
後
12
時
30
分
〜
） 

集
合
場
所
＝
千
葉
工
業
大
学
津

田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
７
号
館
４
階

７
４
０
４
講
義
室
（
JR
津
田
沼
駅

か
ら
徒
歩
３
分
）
※
駐
車
場
の
利

用
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
公
共
の
交

通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

内
容
＝

〈
第
１
部
〉

千
葉
工
業
大
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
見
学
会

施
設
概
要
紹
介
及
び
見
学
：
音

響
情
報
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
、
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
（
小
型
衛
星
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
） 

〈
第
２
部
〉

産
官
学
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム 

①
基
調
講
演

『
大
学
シ
ー
ズ
の
有
効
利
用
』

（
仮
題
） 

千
葉
県
知
的
所
有

権
セ
ン
タ
ー 

特
許
流
通
ア

ド
バ
イ
ザ
ー 

稲
谷
稔
宏
氏 

②
特
許
シ
ー
ズ
発
表

技
術
交
流
会 
第
１
回
は　

　
　
　

東
邦
大
学
で
開
催

〈
第
３
部
〉

交
流
会
（
５
号
館
６
階
大
会
議
室
）

参
加
費
用
＝
無
料
（
た
だ
し
、

第
３
部
の
交
流
会
に
参
加
さ
れ

る
方
は
、
お
一
人
様
当
り
３
，

０
０
０
円
） 

募
集
人
数
＝
50
名
（
先
着
順
）

申
込
み
＝
申
込
書
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
＝
習
志
野
商
工
会
議
所 

齊
藤 

☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０

『
脚
車
輪
分
離
型
ロ
ボ
ッ
ト 

』

（
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
セ
ン

タ
ー 

中
島 

秀
朗 

研
究
員
） 

『
異
音
を
生
じ
な
い
移
動
音

像
生
成
信
号
処
理
方
法 

』

（
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科 

柳
川 

博
文 

教
授
） 

『
燃
料
電
池
用
の
メ
タ
ン
改

質
器
及
び
メ
タ
ン
改
良
方

法
』（
附
属
総
合
研
究
所 

山

口 

貞
衛 

教
授
） 

▲技術交流会の講演会風景

第
２
回
開
催
概
要

　
　
　
（
千
葉
工
業
大
学
）

　
「
商
工
習
志
野 

新
年
号
」
は
、
市
内
全
域
へ
の
新
聞
折
込
み

を
行
い
ま
す
（
１
月
10
日
朝
刊
の
各
新
聞
に
折
込
予
定
）。

　

そ
こ
で
、
一
般
市
民
の
方
に
も
広
く
お
店
を
PR
し
て
い
た
だ

こ
う
と
、
紙
面
上
へ
の
PR
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
に

限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

◇
発
行
日   

平
成
18
年
１
月
10
日
朝
刊
の
各
新
聞
折
込
み

       

（
市
外
の
方
は
通
常
通
り
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

・
発
行
部
数   

約
５
６
，
０
０
０
部 

・
広
告
ス
ペ
ー
ス 

縦
14.8
㎝
×
横
11.5
㎝

・
募
集
コ
マ
数  

４
コ
マ　

・
料
金　

５
万
円

 

＊
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。
問合せ
習志野商工会議所 経営室 原田
☎ (452)6700 まで

新
年
号
は
習
志
野
市
内
全
域
に
配
布

　

市
内
全
域
に
お
店
を
PR
し
ま
せ
ん
か
？

残
り
わ
ず
か

17年度後期会員増強キャンペーン 

新会員さんご紹介ください
広げよう地域交流の輪（1議員1会員運動）
電話 1本で活力と安心をお届けいたします

★入会資格
　習志野市内で６ヵ月以上継続して事業を営み、かつ事業所を有している商工
業者であれば、規模の大小・業種にかかわらず入会資格があります。なお、習
志野市内に事業所を有しない商工業者であっても特別会員として入会できます。
★入会するとこんなメリットが！
◆経営全般のご相談：専門のスタッフが最新の情報をもってご相談に応じ
ます。

◆経営支援のアドバイス：専門家の派遣、商工習志野会員事業所PR。
◆社員能力の向上：研修会・講習会、各種ビジネス検定の実施。
◆福利厚生事業の実施：各種保険や健康診断など割引料金で受けられます。
◆ビジネスチャンス：会員交流や事業別部会等の交流事業、青年経営者や
女性経営者の活躍の場として青年部・女性会を設置。

◆金融の相談、斡旋：市融資制度の相談・紹介・斡旋、低利で無担保無保
証人の「マル経融資」の取り扱い。

◆貸し IT教室・貸し会議室：会議室・研修室・IT ルーム他（会員割引有）。

問合せ＝習志野商工会議所 経営室 ☎（452）6700

広告募集中!「ボートピア習志野」建設に係る
2次下請以降事業者の募集について

　このたび、10月に行いました募集に続いて、施設建設の2次下請以
降事業者の募集を実施するにあたり、習志野市からの協力要請を踏まえ、
当所が窓口となり、会員の皆様に工事参画の機会を設けさせていただくこ
ととなりました。
　つきましては、応募につきご検討方よろしくお願い申し上げます。
【経緯】
　現在、建設が進められている場外舟券発売場「ボートピア習志野」( 習
志野市茜浜2丁目7番1号他 ) につきましては、平成16年習志野市議
会第2回定例会において議員発議による「建設に係る契約業務の市内優
先の原則他」が意見書として付帯決議されております。
　また、当所といたしましても、昨年所内に「舟券売場設置調査委員会」
を設置して検討を重ね、施設会社である㈱テックエステートに対して、地
元産業の活性化と発展を願う立場から、施設建設及び運営の両面において
地元企業を最優先すること等の要望を行い、ボートピア習志野の誘致につ
いて同意の回答を行ったところでございます。
【問合せ・申込み】
詳細に関する問合せ及び受注申込みは、下記の施工会社に直接お問合せ・
お申込下さい。

㈱フジタ TEC習志野作業所  習志野市茜浜2-7-1
TEL 047（451）3630  FAX 047（451）3670

※「当所ホームページ（http://www.narashino-cci.or.jp/）」に「ボートピ
ア2次下請以降事業者募集」のコーナーを設けていますので、ご活用下さい。



商 工 習 志 野 第２２５号（２）平成１７年１２月１０日発行

誌上（第１回）

セミナー
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
と
年
金
支
給
開
始
年
齢
の
段
階
的
引
上
げ
に
あ
わ
せ
て
、
平
成
18
年
４

月
か
ら
、
65
歳
ま
で
の
定
年
の
引
上
げ
、
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
等
に
よ
り
、
雇
用
確
保
措
置
を
講

ず
る
こ
と
が
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
習
志
野
商

工
会
議
所
会
員
企
業
の
皆
様
の
経
営
に
も
大
き
な
影
響
の
あ
る
今
回
の
改
正

に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
と
対
応
策
を
２
回
に
わ
た
っ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

講師紹介
森田 高広
社会保険労務士 行政書士
森田経営労務管理事務所
習志野市藤崎 6-21-15
TEL・FAX：047（493）6939
E-mail：mesp@morita-sr.jp
URL：www.morita-sr.jp

ず
る
こ
と
が
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
に
よ
り
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
習
志
野
商

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法

  

65
歳
ま
で
の
雇
用
延
長
と
対
応
策

　
　
　
　
　

  

平
成
18
年
４
月
か
ら
義
務
化

法
律
の
概
要

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
、

段
階
的
に
65
歳
ま
で
の
「
高
年

齢
者
雇
用
確
保
措
置
」
の
実
施

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の

他
求
職
活
動
支
援
書
の
作
成
・

交
付
や
、
募
集
及
び
採
用
に
つ

い
て
の
理
由
の
提
示
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
う
一
般
労

働
者
派
遣
事
業
の
特
例
等
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
は
、
定
年
の
引
上
げ
と

継
続
雇
用
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

高
年
齢
者
の
安
定
的
な

雇
用
の
確
保

⑴
高
年
齢
者
雇
用
確
保
措
置
の

義
務
化

　

65
歳
未
満
の
定
年
を
定
め
て

い
る
企
業
（
ほ
と
ん
ど
の
会
社

は
60
歳
）
は
、
そ
の
雇
用
し
て

い
る
高
齢
者
の
65
歳
ま
で
の
安

定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る
た
め

　

①
定
年
の
引
上
げ

　

②
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

　

③
定
年
の
定
め
の
廃
止

の
い
ず
れ
か
の
措
置
（
高
年
齢

者
雇
用
確
保
措
置
と
い
い
ま
す
）

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
継
続
雇
用
制
度
を
導

入
し
た
場
合
は
、
労
使
協
定
を

締
結
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
【
図
表
１

－

１
参
照
】

⑵
65
歳
ま
で
の
雇
用
確
保
措
置

　

定
年
、
継
続
雇
用
制
度
の
年

齢
は
、
年
金
支
給
開
始
年
齢
に

合
わ
せ
て
、
来
年
４
月
か
ら
２

年
間
で
62
歳
ま
で
の
雇
用
を
確

保
し
、
そ
の
後
３
年
ご
と
に
対

象
年
齢
が
１
歳
ず
つ
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す
。

　
【
図
表
１

－

２
参
照
】

　

し
か
し
、
継
続
雇
用
制
度
に

つ
い
て
は
調
整
期
間
と
し
て
大

企
業
で
３
年
間
、
中
小
企
業
で

は
５
年
間
は
労
使
協
定
で
は
な

く
、
就
業
規
則
等
で
定
め
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

「
協
定
」
と
は
同
意
す
る
こ
と
で

あ
り
、「
就
業
規
則
等
」
は
社
員

の
意
見
聴
取
を
し
た
の
ち
会
社

側
で
最
終
決
定
が
で
き
る
も
の
、

と
い
う
違
い
が
あ
り
ま
す
。

⑶
ど
の
制
度
・
措
置
を
導
入
し

た
ら
よ
い
か

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
き
て
「
あ

あ
、
ま
た
何
か
面
倒
く
さ
い
な
」

と
か
、「
ウ
チ
は
40
代
以
下
の
社

員
し
か
い
な
い
か
ら
関
係
な
い
」

と
思
っ
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

該
当
者
が
い
な
い
か
ら
と
い
っ

て
、
制
度
導
入
を
避
け
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
３
つ
の
う
ち
ど
の

制
度
を
導
入
し
た
ら
良
い
で

し
ょ
う
か
。

　

そ
の
判
断
を
す
る
た
め
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
理
解
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
ず
①
の
定
年
延
長
で
す
が
、

こ
れ
は
定
年
年
齢
を
制
度
的
に

引
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。
②
の

継
続
雇
用
制
度
の
導
入
で
す
が
、

こ
れ
は
定
年
年
齢
に
到
達
し
た

者
を
退
職
さ
せ
る
こ
と
な
く
引

き
続
き
雇
用
す
る
「
勤
務
延
長

制
度
」
と
、
定
年
年
齢
に
達
し

た
者
を
い
っ
た
ん
退
職
さ
せ
た

後
、
従
来
と
は
異
な
っ
た
労
働

条
件
で
契
約
を
結
ぶ
「
再
雇
用

制
度
」
の
２
つ
の
制
度
が
あ
り

ま
す
。
③
の
定
年
の
定
め
の
廃

止
と
は
、
定
年
制
そ
れ
自
体
を

廃
止
し
、
エ
イ
ジ
フ
リ
ー
社
会

（
年
齢
差
別
の
廃
止
社
会
）
を
目

指
す
も
の
で
す
。

　

現
実
的
な
対
策
と
し
て
は
、

①
の
定
年
の
引
上
げ
と
②
の
う

ち
の
「
勤
務
延
長
制
度
」
③
の

定
年
の
定
め
の
廃
止
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
を
一
律
に
行
う
と
人

件
費
や
退
職
金
が
増
加
す
る
た

め
選
択
す
る
企
業
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
現
在
多
く
の
企
業
で

導
入
さ
れ
て
い
る
の
は
再
雇
用

制
度
で
す
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
回
で

詳
し
く
お
話
し
ま
す
。

◆
冊
子
差
し
上
げ
ま
す

（
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
）

申
込
み
・
問
合
せ
＝
習
志
野
商

工
会
議
所
中
小
企
業
支
援
室

　

☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０

◆
関
東
経
済
産
業
局
長
表
彰

　

当
所
２
号
議
員
の
石
井
友
治
氏
（
㈲

サ
ン
ト
ク 

代
表
取
締
役
）
が
、
商
工
業

の
総
合
的
な
改
善
発
達
と
社
会
一
般
の

福
祉
増
進
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
を
た
た

え
ら
れ
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

◆
永
年
勤
続
表
彰

　

千
葉
県
中
小
企
業
従
業
員
表
彰
が
行

わ
れ
、習
志
野
市
か
ら
は
高
橋
光
男
氏（
㈱

小
出
ロ
ー
ル
鐵
工
所
）
が
千
葉
県
知
事
か

ら
、
永
年
勤
続
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

「雇用延長制度と会社の実務対策Ｑ＆Ａ」

65歳までの安定した雇用確保

①定年年齢の引上げ ③定年制の廃止
　（エイジフリー）

【図表1-1　高齢者雇用確保措置の概要】

【図表1-2　雇用確保配置年齢の段階的引上げのスケジュール】

Ａ　労使協定で、継続雇用制度の対象者選定の基準を定めれば、希望者
全員を雇用しなくても継続雇用制度の導入が認められる。

Ｂ　労使協定が不調の場合は、企業が就業規則等の定めにより、対象者
選定の基準を作成すれば、希望者全員を雇用しなくても継続雇用制度の
導入が認められる。

②継続雇用制度の導入

Ｃ　なおＢの効力は、大企業が法施行から３年間、中小企業が５年間の
時限措置。

2006.4.1～2007.3.31

2007.4.1～2010.3.31

2010.4.1～2013.3.31

2013.4.1～
60歳

62歳まで

63歳まで

64歳まで

65歳まで
61歳 62歳 63歳 64歳 65歳

時代の風を切れ、習志野商工会議所！！ 明るく元気な商工会議所を目指します。
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９
月
に
第
６
代
会
頭
に
就
任
し

た
鈴
木
会
頭
の
下
で
、
当
所
の
活

性
化
に
向
け
て
再
ス
タ
ー
ト
を
き

る
た
め
の
重
要
な
事
業
で
あ
る
「
役

員
議
員
交
流
会
」
11
月
22
日
㈫
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
会
頭
が
運
営
方
針
に
掲
げ

る
「
明
る
く
元
気
な
商
工
会
議
所
」

の
実
現
に
向
け
、
役
員
・
議
員
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
る

機
会
を
持
ち
た
い
と
い
う
、
就
任

当
初
の
想
い
か
ら
開
催
の
運
び
と

な
っ
た
こ
の
事
業
、
当
日
は
交
流

会
議
所
活
性
化
に
向
け
て
再
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　

第
８
期
会
員
拡
大
運
動
達
成
目
標
に
２
１0

0

事
業
所

役
員
議
員
交
流
会

会
に
先
立
ち
、
全
国
商
工
会
議
所

の
名
物
専
務
理
事
と
し
て
、
全
国

の
商
工
会
議
所
事
業
の
先
進
事
例

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
甲
府
商
工
会

議
所
相
談
役　

芳
賀
和
夫
氏
か
ら

「
風
を
切
れ
商
工
会
議
所
」
と
い

う
テ
ー
マ
の
下
、
商
工
会
議
所
活

動
・
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
講

義
を
い
た
だ
い
た
後
、
鈴
木
会
頭

か
ら
、
第
８
期
の
会
員
拡
大
運
動

に
お
け
る
目
標
会
員
事
業
所
数
を

２
１
０
０
事
業
所
と
し
た
「
広
げ

よ
う
地
域
交
流
の
輪
（
１
議
員
１

会
員
紹
介
運
動
）」
推
進
の
発
声
が

あ
り
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
習
志
野
市
長
を

は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
を
は

じ
め
、
市
内
３
大
学
（
千
葉
工
業

大
学
、
日
本
大
学
生
産
工
学
部
、

東
邦
大
学
）
の
学
長
及
び
学
部
長

を
お
招
き
し
、
当
所
の
役
員
・
議

員
と
産
学
官
の
交
流
を
深
め
合
い

ま
し
た
。

★
　習志野商工会議所会員事業所の皆様のクリスマス・忘年会・新
年会に関するお得な情報を、ホームページ内「グルメサイト」に
掲載してPRします。ぜひ、ご登録ください。
応募条件＝習志野商工会議所 会員店舗（飲食店のみ）
掲載期間＝平成 18年 1月末日まで
申込方法＝当所ホームページ上の「グルメ紹介プラン」より申込
用紙をダウンロードしていただき、ご記入の上 FAXにてお申込く
ださい。

習志野商工会議所 山野井 
電話047（452）6700　FAX 047（452）6744

習志野商工会議所ホームページ  http://www.narashino-cci.or.jp

グルメサイト開設
クリスマス・忘年会・新年会特集

あなたのお店をPRしませんか ?

問合せ

▲甲府商工会議所 相談役 芳賀和夫氏

▲達成目標 2100 事業所に決定

　

11
月
５
日
㈯
に
市
内
２
ヶ
所
の

自
動
車
整
備
工
場
（
東
邦
自
動
車
㈱

（
代
表
取
締
役 

山
口
昭
彦
氏
）、
㈲

織
戸
自
動
車
整
備
工
場
（
代
表
取

締
役 

織
戸
克
久
氏
））
で
、
障
害
を

持
つ
方
を
対
象
に
し
た
マ
イ
カ
ー

点
検
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
回
目
の
開
催
と
な
る
こ
の
教

室
は
、
毎
回
、
習
志
野
市
障
害
福

祉
課
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
、
マ
イ
カ
ー
の
利

用
が
欠
か
せ
な
い
障
害
者
に
対
し

て
、
そ
の
自
立
し
た
生
活
を
応
援

し
よ
う
と
、
実
際
に
自
分
の
車
を

使
用
し
て
タ
イ
ヤ
交
換
や
オ
イ
ル

点
検
等
を
プ
ロ
の
整
備
士
と
一
緒

に
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
体
験
す
る
も

の
で
す
。

「
ま
だ
実
際
に
故
障
し
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
知
識
と
し
て

知
っ
て
お
く
だ
け
で
も
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
す
」
と
３
回
目
の
参

加
と
な
る
桑
野
さ
ん
。
年
々
参
加

者
も
増
え
、
関
心
は
高
ま
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
今
回
初
め
て
の
会
場
と

な
っ
た
織
戸
自
動
車
の
織
戸
社
長

は
、「
障
害
者
の
方
で
も
、
普
段

か
ら
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
車
の
便
利
屋
さ
ん
を
目

指
し
た
い
で
す
ね
」
と
、
今
後
も

福
祉
・
障
害
活
動
に
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
そ
う
で
す
。

障害者の自立を応援 !

マイカー点検
整備体験教室
市内会員事業所２ヶ所で開催
 東邦自動車㈱・㈲織戸自動車整備工場

　
「
習
志
野
市
内
従
業
員
表
彰
式
」
が
11
月
18
日
㈮
に
商
工
会
議
所
会
館

４
階
で
開
催
さ
れ
、
35
年
以
上
勤
続
の
荒
井
武
さ
ん
（
白
鳥
製
薬
㈱
・

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
賞
）
を
始
め
、
勤
続
年
数
に
応
じ
て
、
市
長
賞

や
商
工
会
議
所
会
頭
賞
な
ど
の
名
誉
あ
る
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
受

賞
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
心

か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

日
本
商
工
会
議
所
会
頭
賞

 

・
35
年
以
上

   

荒
井 

武   　
　

白
鳥
製
薬
㈱

   

佐
藤 

正
三
郎   

㈱
小
出
ロ
ー
ル
鐵
工
所

   

大
野 

克
明　

   

㈱
小
出
ロ
ー
ル
鐵
工
所

習
志
野
市
長
賞

 

・
25
年
以
上

   

原  

正
一  　
　

㈱
小
出
ロ
ー
ル
鐵
工
所

   

山
口  

明  　
　

㈱
小
出
ロ
ー
ル
鐵
工
所

   

柏
木 

久
芳   　

㈱
オ
カ
ヤ

   

葉
鳥 

昌
子   　

白
鳥
製
薬
㈱

   

阿
部 

幸
子   　

㈱
積
産

   

高
谷  

徹  　
　

田
久
保
建
設
㈱

   

牛
玖 

明
男   　

㈲
花
澤
運
送

習
志
野
商
工
会
議
所
会
頭
賞

 

・
15
年
以
上

   

伊
東 

成
男   　

㈲
花
澤
運
送

   

佐
藤 

浩
明   　

㈲
花
澤
運
送

 

・
10
年
以
上

   

山
口 

宏
章   　

秋
山
木
材
産
業
㈱

   

梅
田 

徹   　
　

白
鳥
製
薬
㈱

   

小
室 

孝
行   　

白
鳥
製
薬
㈱

   

鳥
山 

和
裕   　

白
鳥
製
薬
㈱

   

満
井 

早
登
志　

白
鳥
製
薬
㈱

 

・
５
年
以
上

   

佐
藤 

正
良   　

秋
山
木
材
産
業
㈱

   

鈴
木 

伸
吾   　

秋
山
木
材
産
業
㈱

   

林  

喜
健  　
　

秋
山
木
材
産
業
㈱

   

古
川 

哲
雄   　

秋
山
木
材
産
業
㈱

   

宮
嵜 

い
づ
み　

秋
山
木
材
産
業
㈱

   

山
中 

治
栄   　

秋
山
木
材
産
業
㈱

   

今
井 

薫   　
　

㈱
積
産

   

浅
川 

和
雄   　

テ
ィ
・
オ
ー
オ
ー
㈱

   

奥
村
美
陽
子    

テ
ィ
・
オ
ー
オ
ー
㈱

   

高
橋 

富
雄   　

テ
ィ
・
オ
ー
オ
ー
㈱

   

鈴
木 

由
起   　

習
志
野
商
工
会
議
所

28
名
が
喜
び
の
受
賞

　
　
　

-

第
19
回
習
志
野
市
事
業
所
従
業
員
表
彰
式-

▲プロの整備士とマンツーマンで体験

▲知っているだけでいざという時に安心

時代の風を切れ、習志野商工会議所！！ 明るく元気な商工会議所を目指します。
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No.52

支
援
室
コ
ー
ナ
ー

マル経融資とは、習志野商工会議所の経営指導を一定期間受けている市内の中小
企業者の方に対して、会頭推薦により無担保、無保証人で国民生活金融公庫から
融資されるものです。すでに多くの方々がご利用しています。

無 担 保

無保証人
のマル経融資

運転資金
☞商品仕入
☞従業員の給与・ボーナス
☞買掛金の支払い

設備資金
☞店舗・工場の増築
☞機械の導入
☞車輌・備品の購入

★ご利用できる方
①習志野市内で１年以上事業を営んでいる方
②商業・サービス業の方は常時雇用者５人以下
　製造業の方は 20 人以下（家族除く）
③６ヶ月以上経営指導を受けている方
※生活衛生関連の事業を営む方は、運転資金のみとなります

融資限度額 融資期間 金　 利
５５０万円
別枠450万円で
最高1,000万まで

運転資金５年
設備資金７年

1.60％
（12月５日現在）（　　　　　　）

詳しくは習志野商工会議所 中小企業支援室まで

年末資金はお早めに

★
事
業
目
的

　

中
小
企
業
に
お
け
る
後
継
者
等

の
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
後
継
者
等
を
対
象
と

す
る
研
修
会
へ
の
参
加
等
に
対
し

て
、
要
し
た
経
費
の
一
部
に
助
成

金
を
交
付
す
る
。

★
助
成
対
象

　

中
小
企
業
後
継
者
等
人
材
養
成

事
業
と
は
、
後
継
者
等
を
対
象
と

す
る
中
小
企
業
大
学
校
が
実
施
す

る
研
修
等
へ
の
参
加
費
の
助
成
。

な
お
、
参
加
費
と
は
以
下
に
定
め

た
も
の
と
す
る
。

⑴
受
講
料

⑵
旅 

費
（
助
成
団
体
の
旅
費

規
程
を
準
用
し
た
額
）

⑶
宿
泊
費
（
中
小
企
業
大
学
校

の
宿
泊
施
設
を
利
用
す
る

場
合
の
み
）

★
対
象
と
な
る
方

①
各
商
工
会
議
所
管
内
の
中
小

企
業
に
助
成
を
す
る
。

②
「
後
継
者
」
と
は
、
年
齢
18
歳

以
上
40
歳
未
満
の
者
で
次
の

事
項
に
該
当
す
る
者
。 

⑴
中
小
企
業
者
で
個
人
事
業

主
又
は
会
社
等
の
役
員
の

子
弟
の
う
ち
、
当
該
事
業

に
従
事
し
て
い
る
者
で

あ
っ
て
、
将
来
独
立
す
る

見
込
み
が
あ
る
者
。

⑵
中
小
企
業
者
で
個
人
事
業
主

又
は
会
社
等
の
役
員
の
子

弟
の
う
ち
、
事
業
を
将
来
承

継
す
る
見
込
み
が
あ
る
者
。

⑶
中
小
企
業
の
従
業
員
の
う

ち
、
勤
続
５
年
以
上
で
今

後
と
も
当
該
に
従
事
す
る

意
志
が
あ
り
、
当
該
中
小

企
業
者
の
推
薦
の
あ
る
者
。

⑷
中
小
企
業
者
た
る
個
人
事
業

主
又
は
会
社
等
の
役
員
。

⑸
上
記
の
ほ
か
、
当
商
工
会
議

所
連
合
会
会
長
が
特
に
必

要
と
認
め
る
者
。

★
助
成
金
額

当
該
経
費
（「
参
加
費
」）
の
２

分
の
１
と
助
成
金
（
１
受
講
者

あ
た
り
５
０
，
０
０
０
円
を
限

度
と
す
る
。）
い
ず
れ
か
低
い

額
を
補
助
対
象
経
費
と
す
る
。

★
問
合
せ

　

習
志
野
商
工
会
議
所

 　
　

☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０

 

社
団
法
人

　

千
葉
県
商
工
会
議
所
連
合
会

  

☎
０
４
３
（
２
２
２
）
７
１
１
０

ご
活
用
く
だ
さ
い

　

中
小
企
業
後
継
者
等
人
材
養
成
事
業（
助
成
金
）の
ご
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
研
修
等
へ
の
参
加
費
の
助
成
〜

　

11
月
５
日
㈯
、
習
志
野
商
工
会

議
所
サ
ー
ビ
ス
業
部
会
に
お
い

て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
会
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
第
２
回
と
な

る
今
回
は
、
総
勢
36
名
の
参
加
者

に
よ
り
、
神
奈
川
県
秦
野
市
、
弘

法
大
師
の
伝
説
が
残
る
弘
法
山
と

鶴
巻
温
泉
が
目
的
地
。

　

当
日
、
商
工
会
議
所
会
館
に
集

合
し
、
秦
野
市
に
向
か
っ
た
一
行

は
、
弘
法
山
公
園
登
山
道
入
口
か

ら
、
急
な
階
段
の
登
山
道
を
登
り

始
め
、
途
中
、
３
６
０
度
の
パ
ノ

ラ
マ
が
見
渡
せ
る
権
現
山
に
て
昼

食
を
と
り
、
そ
の
後
、
馬
場
道
と

呼
ば
れ
る
平
坦
な
尾
根
を
進
み
、

弘
法
山
へ
向
か
い
ま
し
た
。 

　

頂
上
で
は
大
師
堂
と
鐘
楼
に
立

ち
寄
り
、
再
び
吾
妻
山
を
め
ざ
し

て
軽
く
汗
を
か
き
、
足
も
疲
れ
た

と
こ
ろ
で
ゴ
ー
ル
の
鶴
巻
温
泉 

弘

法
の
里
湯
に
到
着
。
温
泉
で
ハ
イ

キ
ン
グ
の
疲
れ
を
癒
し
ま
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
部
会
で
は
、「
明

る
く
元
気
な
商
工
会
議
所
」
を
目

指
し
、
会
員
同
士
の
交
流
を
深
め

▲弘法山公園展望台にて

▲弘法山登山道を歩く一行

機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
今
後
も

会
員
交
流
事
業
を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

※
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
当
所

ハ
イ
キ
ン
グ
＆
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
倶

楽
部
員
の
皆
様
並
び
に
ア
ウ
ト
ド

ア
シ
ョ
ッ
プ 

ヨ
シ
キ
ス
ポ
ー
ツ

さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

会
員
交
流
事
業

　

ハ
イ
キ
ン
グ
会
を
実
施

　
　
　
　

弘
法
山
・
鶴
巻
温
泉

第二回

　

11
月
９
日
㈬
に
習
志
野
市
工
業

地
域
団
体
連
合
会
（
総
会
員
数
181

名
、
会
長
：
樋
口
惠
己
（
㈱
樋
口

製
作
所
）、
以
下
：
工
団
連
）
の

メ
ン
バ
ー
22
名
が
、
バ
イ
オ
、
情

報
、ナ
ノ
テ
ク
、環
境
、シ
ス
テ
ム
、

材
料
な
ど
の
多
様
な
分
野
を
日
本

の
産
業
に
役
立
て
る
た
め
に
、
先

端
的
技
術
で
研
究
を
行
っ
て
い
る

独
立
行
政
法
人 

産
業
技
術
総
合

研
究
所
（
茨
城
県
つ
く
ば
市
）
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

習
志
野
市
の
３
大
工
業
地
域

（
芝
園
・
茜
浜
・
東
習
）
の
企
業

か
ら
な
る
工
団
連
で
は
、
自
社
技

術
の
向
上
の
た
め
、
今
後
も
こ
の

よ
う
な
視
察
研
修
会
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。

▲説明を受ける参加者

習
志
野
工
業
地
域
団
体
連
合
会

 

独
立
行
政
法
人 
産
業
技
術
総
合
研
究
所
を
視
察

　
　
　
　
　
　
　
　

芝
園
・
茜
浜
・
東
習
鉄
工
団
地
の
メ
ン
バ
ー
22
名

時代の風を切れ、習志野商工会議所！！ 明るく元気な商工会議所を目指します。



商 工 習 志 野（５）　第２２５号 平成１７年１２月１０日発行

　

10
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間
。

あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
乳
が
ん
の
早

期
発
見
の
重
要
性
を
訴
え
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
た
。
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
は
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・

診
断
・
治
療
の
大
切
さ
を
伝
え
る

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
ア
メ
リ
カ
で

１
９
８
０
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
き

た
運
動
で
あ
る
。

　

先
日
、
こ
の
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の

活
動
を
通
じ
て
、J.P

O
S
H

（
日

本
乳
が
ん
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動
）

の
理
事
長
で
あ
る
田
中
完
児
さ
ん

に
お
目
に
か
か
っ
た
。J.P

O
S
H

は
２
０
０
３
年
に
乳
が
ん
の
啓
発

活
動
市
民
団
体
と
し
て
、
全
国
で

初
め
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
認
証
を
受

け
た
。
関
西
医
科
大
学
付
属
病
院

の
乳
腺
外
科
医
で
あ
る
田
中
さ
ん

は
、
今
か
ら
４
年
前
、
乳
が
ん
に

よ
り
実
の
姉
を
49
歳
の
若
さ
で
亡

く
し
た
。
２
人
の
子
ど
も
を
育
て

「
子
ど
も
の
受
験
を
終
え
て
か
ら
精

密
検
査
を
」
と
い
う
思
い
が
手
遅

れ
を
招
い
た
。
専
門
医
で
あ
り
な

が
ら
姉
を
救
え
な
か
っ
た
後
悔
に

さ
い
な
ま
れ
、
一
時
は
仕
事
も
手

に
つ
か
な
く
な
っ
て
い
た
田
中
さ

ん
を
、
高
校
時
代
の
同
級
生
６
人

が
励
ま
し
、J.P

O
S
H

を
立
ち
あ

げ
た
。

「
乳
が
ん
は
早
期
に
発
見
さ
れ
れ

ば
、
必
ず
救
え
る
。
患
者
さ
ん
が

安
心
し
て
体
も
心
も
ゆ
だ
ね
ら
れ

る
医
療
の
機
会
を
提
供
し
、
乳
が

ん
で
肉
親
を
失
っ
た
家
族
の
支
え

に
な
れ
た
ら
」
こ
れ
が
、
田
中
さ

ん
た
ち
の
活
動
の
根
底
に
あ
る
考

え
方
で
あ
る
。
患
者
の
家
族
は
患

者
同
様
に
苦
し
ん
で
い
る
が
、
世

間
の
目
は
必
ず
し
も
患
者
の
家
族

に
向
け
ら
れ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

　

田
中
さ
ん
た
ち
は
こ
れ
ま
で
個

人
や
企
業
か
ら
の
寄
付
を
頼
り

に
、
乳
が
ん
の
発
見
に
最
も
効
果

的
と
さ
れ
る
機
器
「
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ
ー
」
の
普
及
や
、
乳
が
ん
の

治
療
に
あ
た
る
専
門
人
材
の
育
成
、

乳
が
ん
で
母
親
を
亡
く
し
た
子
ど

も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
を
行
っ
て
き

た
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
乳
が
ん
の

告
知
や
治
療
の
時
に
は
「
ブ
レ
ス

ト
・
ケ
ア
・
ナ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ

る
乳
が
ん
専
門
の
看
護
師
が
患
者

や
家
族
と
同
席
し
、
彼
ら
の
声
な

き
声
に
耳
を
傾
け
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
に
あ
た
る
が
、
わ
が
国
で
は
ま

だ
、
こ
う
し
た
人
材
の
育
成
は
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
る
。「
ブ
レ
ス

ト
・
ケ
ア
・
ナ
ー
ス
」
に
な
る
た

め
に
は
専
門
的
な
研
修
を
受
け
る

必
要
が
あ
る
が
、J.P

O
S
H

で
は

そ
の
研
修
費
の
一
部
を
奨
学
金
と

し
て
助
成
し
て
い
る
。 

　

欧
米
同
様
、
わ
が
国
で
も
高
脂

肪
・
高
タ
ン
パ
ク
の
食
事
や
、
非

婚
、
少
子
化
に
よ
る
授
乳
期
間
の

短
縮
化
な
ど
で
、
乳
が
ん
患
者
は

増
え
る
傾
向
に
あ
る
。
２
０
０
４

年
に
乳
が
ん
で
死
亡
し
た
女
性
は

１
万
０
５
２
４
人
（「
対
が
ん
協
会

報
」
第
４
９
６
号
、
平
成
17
年
９

月
発
行
）
で
、
そ
の
半
数
が
30
歳

代
か
ら
50
歳
代
。
家
庭
で
も
職
場

で
も
、
次
第
に
責
任
が
重
く
な
る

年
齢
で
あ
る
。
欧
米
で
は
乳
が
ん

― 

広
が
る
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
運
動 

―

　
　

乳
が
ん
啓
発
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

時代の
風を読む

★ 千葉県中小企業家同友会 習志野支部 定例講演会
日時 =平成18年 2月17日㈮ 18時～21時
テーマ =「元気な社員教育」
講師 =前島ひで子氏（㈱ヴィーナス副社長）
　 「心の豊かさ」をテーマとした講演会、企業研修会、公務員研修などにおいて外面   
はもとより人の心の美しさや心のあり方をひもとき、より良い生き方を語る。
会場 =習志野商工会議所会館（津田沼4-11-14）
参加費 =1,000円
問 =隈本 TEL：090（3379）9665
同友会事務局 担当 : 斉藤 TEL：043（222）1031　FAX：043（222）8207 

★ 工業統計調査にご協力を
　経済産業省では、製造業を営む事業所を対象に工業の実態を明らかにすること
を目的として、毎年12月31日現在で工業統計調査を実施します。  
　調査結果は、経済動向を把握するための重要な資料として広く活用されています。
　本調査は、県、市区町村を通じて実施しますが、今年も調査員がお伺いいたし
ますので、ご協力をお願いいたします。
対象 =製造業を営む事業所
調査内容 =経営組織、従業者数、製造品出荷額、原材料使用額など
問 =千葉県総合企画部統計課 TEL：043（223）2226～ 7 

ロ
ー
ド
他
）

女
性
向
け
創
業
塾
（
第
二
回
）

（
10
時
〜
大
会
議
室
）

年
末
調
整
説
明
会

（
10
時
〜
特
別
会
議
室
）

賀
詞
交
歓
会

（
文
化
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
）

女
性
向
け
創
業
塾
（
第
三
回
）

（
10
時
〜
大
会
議
室
）

６
日
㈮

９
日
㈪

弥
生
会
計
セ
ミ
ナ
ー

（
10
時
〜 

IT
ル
ー
ム
）

産
学
技
術
交
流
会

（
19
時
〜
特
別
会
議
室
）

IT
セ
ミ
ナ
ー

（
10
時
〜 

IT
ル
ー
ム
）

弥
生
会
計
セ
ミ
ナ
ー

（
10
時
〜 

IT
ル
ー
ム
）

女
性
向
け
創
業
塾
（
第
一
回
）

（
10
時
〜 

大
会
議
室
）

第
10
回
Ｂ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｃ

（
国
際
会
計
検
定
） 

サ
ン

12
日
㈪

13
日
㈫

15
日
㈭

17
日
㈯

18
日
㈰

発
送
代
行
サ
ー
ビ
ス

発
送
代
行
サ
ー
ビ
ス

お
店
の
販
路
開
拓
を
安
価
で
お
手
伝
い

会員限定

発
送
日
：
平
成
18
年
２
月
10
日

　
（
予
定
）

発
送
先
：
習
志
野
商
工
会
議
所

全
会
員
（
約
２
，
０
０
０
事

業
所
）

発
送
方
法
：
商
工
習
志
野
（
本

紙
）
へ
の
折
込

発
送
物
の
形
式
：
Ａ
４
判
用
紙

の
片
面
イ
ン
ク
は
黒
一
色（
印

刷
は
当
所
に
て
行
い
ま
す
の

で
用
紙
の
色
は
指
定
で
き
ま

せ
ん
）

ご
利
用
料
金
：
１
回
に
つ
き
１

社
あ
た
り
２
５
，
０
０
０
円

（
発
送
後
に
ご
請
求
い
た
し

ま
す
）

申
込
資
格
・
免
責
事
項
：
同
封

の
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
：

１
．
同
封
の
、
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
追
っ
て
掲
載
の

可
否
を
連
絡
い
た
し
ま
す
。

（
１
ヵ
月
６
社
ま
で
先
着
順
）

２
．
そ
の
後
、
発
送
希
望
の
現

物
及
び
デ
ー
タ
（
片
面
Ａ
４
）

を
当
所
宛
に
郵
送
ま
た
は

メ
ー
ル
に
て
お
送
り
く
だ
さ

い
。
入
稿
期
限
は
配
送
月
前

月
の
第
４
金
曜
日
で
す
。（
休

日
の
場
合
は
そ
の
前
日
）

問
：
習
志
野
商
工
会
議
所
経
営
室 

原
田

メ
ー
ル
：key21@

narashino-cci.or.jp

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
４
７
（
４
５
２
）
６
７
０
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０
４
７
（
４
５
２
）
６
７
４
４

　

習
志
野
商
工
会
議
所
で
は
、
貴
社
の
Ｄ
Ｍ
（
チ
ラ
シ
）
を

安
価
で
お
送
り
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。
本
サ
ー
ビ

ス
は
、
習
志
野
商
工
会
議
所
会
員
を
対
象
に
毎
月
10
日
に
発

送
し
て
い
る
機
関
紙
「
商
工
習
志
野
（
約
２
０
０
０
事
業
所

に
発
送
）」
の
メ
ー
ル
便
に
、
チ
ラ
シ
を
折
り
込
み
発
送
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会

議

・

事

業

予

定
11月

12月上旬
〜

～

12月

１月上旬

～

12月

１月上旬

に
よ
る
死
亡
率
が
減
っ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
わ
が
国
は
逆
に
増
加
の

一
途
で
あ
る
。「
こ
の
違
い
は
、
知

識
の
普
及
と
検
診
率
の
違
い
が
大

き
い
」
と
田
中
さ
ん
は
言
う
。　

　

現
在
、
日
本
で
は
女
性
22
人
に

１
人
が
乳
が
ん
に
か
か
る
が
、
１

台
９
０
０
万
円
と
い
わ
れ
る
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
診
機
器
は
徐
々

に
増
え
つ
つ
あ
る
。

　

さ
ら
に
３
０
０
０
万
円
す
る
マ

ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
移
動
検
診
車
の

台
数
が
増
え
れ
ば
、
子
育
て
中
の

女
性
や
仕
事
を
持
つ
女
性
も
検
診

が
受
け
や
す
く
な
る
。
乳
が
ん
で

亡
く
な
る
女
性
を
一
人
で
も
減
ら

す
に
は
、
こ
う
し
た
効
果
的
な
検

査
体
制
の
確
立
が
急
が
れ
る
が
、

ま
ず
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
の
意
味
を

知
り
、
乳
が
ん
を
自
分
の
身
近
な

問
題
と
し
て
意
識
す
る
こ
と
か
ら

始
め
て
み
よ
う
で
は
な
い
か
。

　

東
洋
大
学
経
済
学
部　

 

　
　
　
　
　

助
教
授 
白
石 

真
澄

★ 設備貸与制度の利率を大幅に引き下げました
　当制度は県内小規模事業者等を対象に、新たな設備・機械の導入を支援してい
ます。貸与の方法には割賦販売とリースがあります。
〈新利率〉　割賦利率 =年 1.9%
　　　 リース利率 =３年2.958%～　7年1.362%～
※県信用保証協会の保証は必要ありません。
問 =㈶千葉県産業振興センター 設備支援室
TEL=043（299）2902　URL=http://www.ccjc-net.or.jp

★ 唐詩を読んで平仄を知り漢詩をつくろう
講座＝「漢詩 (唐詩 ) 入門」
講師＝伊藤恒之先生 全東邦大学付属中・高等学校校長・元東邦大学理学部講師
日時＝毎週木曜日第3限目（13時～14時 30分）
場所＝東邦大学理学部V号館5503室（京成大久保駅下車徒歩10分）
　　　全6回（平成18年1月12月～2月16日）
受講料＝無料（先着15名）
　　　　ただし、資料代として全6回分600円を初回にいただきます。
主催＝東邦大学　共催＝習志野商工会議所
問（申込先）＝東邦大学理学部広報課文化講座担当
         TEL：047（472）0666

1　

月

中　

旬

時代の風を切れ、習志野商工会議所！！ 明るく元気な商工会議所を目指します。
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平成１７年１２月１０日発行

あの店 この工場
ふぐ・釜めし 芳の

住所：谷津 5-13-6
　　　☎ 047（493）0339
代表者名：海部 芳英
営業時間：17:00 ～ 22:30
　　　　　（昼は予約のみ営業、ラストオーダー 22:00）
定休日：月曜日
【概要】ふぐ料理のお店で修業をしていたときに、その単価の高さに
違和感を覚え、もっとリーズナブルに提供をできないかと、11年 1月
に現在の場所にオープン。以前谷津 1丁目で鶏料理を営んでいたとい
う豊富な経験を基に美味しいふぐ料理を提供する。
【特色】天然ふぐの予約の場合は、本場下関から仕入れを行うという同店。
　グランドメニューのふぐコースにおいても、これまた本場といわれる宮崎から、より天然ふぐに近いも
の一年中仕入れているそうです。
　ふぐは高タンパク、低カロリーで脂肪がほとんどなく、肌に大切なコラーゲンが含まれていて、美容と

健康に非常に良いといわれ、さっぱりして夏場にも人気あります
が、やはりこれからの季節は身も大きくなり、白子も出てきて雑
炊などにすると一層美味しい季節です。
　同店では、ふぐ以外の会席コースにおいても対応が可能とのこ
と。（要予約）ぜひ、これからの冬場美味「ふぐ料理」ご賞味ください。
※メニューや営業内容等に関してはふぐ・釜めし 芳のに直接お問
合せください。

会員紹介
No.196

フェアリーランド有限会社
住所：船橋市古和釜町 583-8
　　　☎ 047（464）6195
代表者名：飯島 隆志
営業時間：10：00～ 20：00
定休日：年中無休
E-mail：hosinonegai2005@yahoo.co.jp 
URL：http://081.in/yumetumugu/
【概要】ラムサール条約の登録地「釧路湿原」の「まりも」。
同じく登録地、地元「谷津干潟」を含む三番瀬で採取した「小

美貝」。浄化作用があるといわれる「天然石水晶」。これら3つのアイテムが、プリズムシートを通した虹
色の光に輝く小瓶につめられた、癒しと和みのチャーム（お守り）アイテム「ラムサールのしずく Vol.1」
の販売を行う。
【特色】天然「お土産まりも」の生産地、釧路湿原のシラルトロ湖・塘湖でまりもの「藻」が絶滅に近い
形で姿を消していることを知り、ラムサール条約登録湿地であっても確実に自然破壊が進行しているとい
う現実を知った飯島さん。
　同じく登録湿地である地元「谷津干潟」を含む三番瀬に深い思い入れがあり、
その豊かな自然環境の保全意識を広めたいとの思いから「ラムサールのしずく」
の販売を行っているそうです。
　また、同社では売り上げの一部をラムサール条約によりユネスコに寄付を行う
とのこと。
　癒しと和みの妖精、まりもの入った「ラムサールのしずく」を眺めて、自然環
境保護の意識を共有しましょう。
※商品等に関してはフェアリーランド有限会社に直接お問合せください。

　右面に掲載中の会員事業所紹介コーナー「あの店こ
の工場」への記事掲載を下記のとおり募集しています。
●お申し込みは当所の会員事業所限定です。
●応募順に毎月 10 日発行の商工習志野 6面に 2～ 3
社を掲載いたします。

●過去に掲載をした事業所も掲載可能ですが、初めて
の方を優先いたします。

★ご連絡をください。申込書をお送りいたします。　（取材も可能）

◇◇  申込・問合せ  ◇◇
習志野商工会議所　中小企業支援室　原田

 ☎ 047（452）6700

 会員無料掲示板 会員事業所限定

 「あの店この工場」
でお店をPRしませんか ?
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は（¥4730）は 2人前から

　

習
志
野
商
工
会
議
所
女
性
会
で

は
、
地
域
文
化
・
福
祉
及
び
交
流

事
業
の
一
環
と
し
て
、
毎
年
チ
ャ

リ
テ
ィ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
会
場
は
毎
回
多

く
の
社
交
ダ
ン
ス
愛
好
家
の
方
々

で
う
め
つ
く
さ
れ
、
こ
れ
に
よ

り
得
た
収
益
金
は
メ
ロ
デ
ィ
基
金

や
、
福
祉
機
器
の
寄
付
な
ど
地
域

福
祉
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま

す
。
今
年
も
左
記
日
程
で
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
＝
平
成
18
年
２
月
４
日
㈯ 

14
時
〜
17
時

場
所
＝
習
志
野
商
工
会
議
所
会
館
４
階

チ
ケ
ッ
ト
＝
１
，
２
０
０
円
（
前

売
り
券
の
み
）

主
催
＝
習
志
野
商
工
会
議
所
女
性
会

＊
お
楽
し
み
抽
選
会
も
あ
り
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
賞
品
を
ご
用
意

し
て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
み
・
問
合
せ
＝
習
志
野
商
工
会

議
所 

女
性
会
事
務
局 

担
当 

原
田 

☎
（
４
５
２
）
６
７
０
０ 

ま
で

女
性
会
社
会
福
祉
事
業

  

第
12
回
チ
ャ
リ
テ
ィ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
参
加
者
募
集

▲大勢のダンス愛好家で賑わう

▲毎回盛り上がるお楽しみ抽選会

▲「天然石水晶」と
三番背の「小美貝」

時代の風を切れ、習志野商工会議所！！ 明るく元気な商工会議所を目指します。


